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○中川河川レンジャー活動報告 

1. 平成 24 年度 活動のテーマと目的  

1.1 活動テーマと活動分野 

 
伏見出張所管内を活動エリアとする中川河川レンジャーは、以下の活動テーマのもと、活動

を計画しました。 

 

 
 

平成 24 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 活動目的 

河川に関る啓発活動 

人材育成 

防災･救助・救難の推進を

図る活動 

京都伏見ジュニア 

河川レンジャー

・地域の財産でもある河川に対する理解

・子どもたちが発信者となる河川を話題

としたコミュニケーションづくり 

・地域内に向けた郷土愛づくり、人づく

り、ネットワークづくり 

・継続した活動による地域内での河川に

関する意識高揚 
 
 

 

 

 

 

 

 

・河川を通した人づくり・地域ネットワークづくり 

活動テーマ 
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2. 京都ジュニア河川レンジャー(活動①②)   ･平成 24 年 11 月(全 2 回) 
活 動 名 京都伏見ジュニア河川レンジャー(活動①②) 

活動分野 河川美化 

氏  名 中川 雄介(伏見出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 24 年 11 月 1 日(木)  桃山東小学校 9:00～12:00 

平成 24 年 11 月 15 日(木)  砂川小学校   9:00～12:00 

実施場所 濠川･宇治川派流･伏見みなと広場周辺 

 
参加人数 ･桃山東小学校 4年生  

 参加総数 71 名  

 参加者 70 名 教員 3名､児童 67 名 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

 ･砂川小学校 4年生  

 参加総数 77 名  

 参加者 76 名 教員 4名､児童 72 名 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

9:00 開始･十石舟乗船場集合 スケジュ

ール 12:00 終了･解散 

配付資料 特になし 

関係機関からの 

支援内容 

○淀川河川事務所:備品(のぼり､ビブス)の貸与 

準 備 

○実施計画の立案:内容､実施期間､実施場所の検討 

○参加の案内:各小学校への訪問による案内 

○必要物品の準備:各関係機関への備品､資料の貸与､提供依頼 

○関係機関との調整:各関係機関への調整､スタッフの調整､各小学校との調整 

当 日 

○活動の実施:開会､閉会の挨拶､進行､説明､質疑応答､参加者との交流 

準備､協力スタッフと打合せ、十石舟乗船､川の観察、 

宇治川展望スポット見学、三栖閘門資料館見学、伏見みなと広場、 

濠川･宇治川派流の生物観察･清掃活動 

河川レン

ジャーの

活動内容 

事 後 ○参加の児童のレポート集計 

参加者からの意見 レポート集計中 
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(11 月 1 日桃山東小学校) 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

 十石舟乗船･三栖閘門到着  三栖閘門資料館見学 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

 伏見みなと広場周辺清掃活動  全体のまとめ、ふりかえり 
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3. 京都ジュニア河川レンジャー(活動③)  ･平成 24 年 12 月  (全 2 回) 
活 動 名 京都伏見ジュニア河川レンジャー学習③ 

活動分野 啓発その他 

氏  名 中川 雄介(伏見出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 25 年 1月 24 日(木)  伏見住吉小学校 10:00～11:45 

平成 25 年 1月 29 日(火)  桃山小学校        10:00～11:45 

実施場所 京都市伏見区住吉町 455  京都市立伏見住吉小学校  
京都市伏見区桃山町本多上野 107  京都市立桃山小学校   

参加人数 ･伏見住吉小学校  

 参加総数 57 名  

 参加者 56 名 教員 3名､児童 53 名 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

 ･桃山小学校  

 参加総数 86 名  

 参加者 85 名 教員 3名､児童 82 名 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

10:00 集合開始､打合せ･準備･会場設営 スケジュ

ール 10:50 京都伏見ジュニア河川レンジャー学習③ 授業開始 

 11:00 琵琶湖疎水について 

 11:10 河川について 

 11:20 まとめ 川と人とのかかわり 

 11:30 授業終了 

 11:45 後片付け､活動終了｡ 

配付資料 特になし 

関係機関からの 

支援内容 

○淀川河川事務所:備品(のぼり､ビブス)の貸与 

準 備 

○実施計画の立案:教材内容 

○参加の案内:各小学校への訪問による案内と日程調整 

○必要物品の準備:各関係機関への備品 

○関係機関との調整:各関係機関への調整､各小学校との調整 

当 日 

○活動の実施:開会､閉会の挨拶､授業進行､説明､質疑応答 

○伏見ジュニア河川レンジャー学習③のテーマ 

1.伏見 港町としての歴史､伏見港開港からの歴史､淀川舟運について､十石舟三

十石船の復活 

2. 琵琶湖疎水について､当時の計画･目的･利用の歴史など第 2章はｸｲｽﾞ形式に

した授業 

3. 河川について､治水･利水･環境について､過去の水害の歴史､宇治川改修､そ

して三栖閘門について 

4. まとめ 川と人とのかかわり､ジュニア河川レンジャーとして､災害に備え､

家族や身の回りの方々と避難場所について､考え､話あってもらう課題を出し

た 

河川レン

ジャーの

活動内容 

事 後 ○参加の児童よりのレポート集計 

参加者からの意見 レポート集計中 
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(1 月 29 日桃山小学校) 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
京都伏見ジュニア河川レンジャー学習③ 

授業開始 
 伏見港町の学習の様子 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
琵琶湖疎水についてまとめとｸｲｽﾞ形式

の授業 
 授業を受けた感想を述べる子供達 

               

 



6 

 

○居原田河川レンジャー活動目的 

4. 平成 24 年度 活動テーマと目的  
4.1 活動テ－マと活動分野  

伏見出張所管内を活動エリアとする居原田河川レンジャーは、以下の活動テーマのもと、 

４つの活動を計画しました。 

 

 

 

 

平成 24 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 活動目的 

地球環境カードゲームで川

のいきものを学ぼう！ 

子どもたちが近くでの川遊び、特に生

き物を観察することは現在の河川環境悪

化の状況からはできないに等しく、川に

どんな生き物がいることすら知識にない

と思われる。 

そこで、子どもたちに身近な地球環境

カードゲーム「マイアース」から川に棲

む生き物の多様性や川の環境を学んでも

らい関心を高めてもらう。 

日本の川はどうなっている

の？学習会 

地球環境カードゲームで川への関心が

高まった子どもたちに、実際の川がどう

なっているか、いきものにはどんな川が

必要か、また小学校などで多く作られて

いるビオトープのことも合わせて学んで

もらう。 

川のいきもの発見体験会 in

笠取川 

川の自然の大切さや川のいきもののこ

とを学んだ子どもに、宇治市内で自然の

川の姿が残っている宇治市公共施設「ア

クトパル宇治」沿いに流れる笠取川で実

際に川に入ってもらい川に棲むいきもの

（動植物）を発見してもらい、宇治にも

川のいきものがいろいろ棲息しているこ

とを体験してもらう。 

河川の環境保全を図る活動 

川のいきもの調べ学習会 

体験会で採取したいきものの名前を調

べ、そのいきものがどんな川に棲むのか、

宇治市の川で他にそんな川があるのか学

習してもらう。 

 

１． 子どもに身近な地球環境カードゲームで川の生き物の多様性、川の環境保全

の必要性を学んでもらう。 

２．日本の川が今どうなっているか、いきものにとってどんな川が必要かを学習

してもらう。 

３．宇治の川に入り、いきものを発見、自然の大切さを体験してもらう。 

４．捕まえたいきものの名前調べ、宇治の川の現状を学習してもらう 

活動テーマ 
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○田子河川レンジャーアドバイザー（下半期）活動報告 

5. 桂川小学校第４回観察会    ･平成 24 年 11 月 2 日(金) 
活 動 名 桂川小学校第 4 回観察会 

活動分野 自然観察 

氏  名 田子 稔（桂川出張所管内河川レンジャーアドバイザー) 

活動日時 平成 24 年 11 月 2 日(金) 9：00～15：00 

実施場所 桂川小学校体育館～桂川河川敷上野橋左岸 

 
 

参加人数 参加総数 152 名  

 学校参加者 146 名 教師 6 名、6 年 140 名 

 
スタッフ(講師) 5 名

松尾桂三氏、平澤一男氏、伊規須貞子氏 

岩波正行氏、福田孝男氏、 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

9:00 (室内)開会、活動上の諸注意 

9:40 毒キノコを確認する児童 

スケジュ

ール 

10:15 (屋外)河川敷に移動して野外観察 

 10:20 チームに分かれて講師配置、野鳥観察の開始 

 13:35 (室内)講師と鳥合わせ(出現種の確認) 

 14:16 児童から質疑 

 14:50 講師と児童の唱和、15:00 閉会 

配付資料 
野鳥観察リスト、当日スケジュールと注意事項のレジュメ(レンジャー作

成) 

関係機関からの 

支援内容 

特になし 

準 備 講師スタッフの出席確認 

当 日 

(室内～屋外) 

毒キノコを確認、河川敷に移動して野外観察、チームに分かれて講師配置、

野鳥観察、講師と虫合わせ(出現種の確認)、バッタのジャンプ大会(採捕

昆虫のリリース)、 

(室内) 

講師と鳥合わせ(出現種の確認)、貴重蜂オオセイボウの撮影者の話、講師

によるキノコの話、児童から質疑、講師と児童の唱和 

河川レン

ジャーの

活動内容 

事 後 活動のまとめ 
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参加者からの意見 

(感想) 

いつもながら楽しい観察会でした。 

バッタの捕りは子供たちが生き生きしています。 

子どもたちの質問時間をもっと増やしたいなと思いました。（伊規須） 

(質問) 

・ミサゴはどんな鳥ですか？（山口君） 

水面近くに浮いてくる魚を捕って食べています。お寿司屋さんにミサゴ

という名前がときどき使われたりします。今、話題になっているヘリコ

プター、オスプレイはミサゴからきています。 

・トノサマバッタはなぜトノサマと呼ぶのですか？（真淵くん） 

がっちりした大型のバッタなのでトノサマと名前がついたのでしょう。

・キノコはなぜ毒があるのでしょう？（島田君） 

キノコ毒は自身を守る武器と考えられます。人間や動物には毒でも、昆

虫は食べていることが多いようです。 

・シイタケはなぜヌメヌメしているのですか？（園田君） 

定説は無いようですが、ヌルヌル（特にナメコ）は動物や昆虫が近づき

にくいようです。 

・キノコは住むところで大小違うのですか？（新野くん） 

普通、キノコは土・朽木などが富栄養で多湿な所を好みます。条件がよ

ければシイタケは直径３0cm ぐらいになります。 

・キノコの毒はどのようにして見分けるのですか？（西沢さん） 

以前は中毒例を元に判断。色、ニオイ、２つに裂けるかなどでは判断不

可能です。決め手は毒成分の化学分析でしょう。 

・なぜキノコから虫がはえるのですか？（川口君）(注：質問内容につい

て、講師から[なぜ虫からキノコがはえるのですか？]に訂正指示あり)

虫が生きている間にキノコの菌が入り、虫を殺して菌糸を伸ばし、キノ

コが生えてくると言われています。（冬虫夏草） 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
チームに分かれて講師配置、野鳥観察

の開始 
 野鳥観察の開始 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 講師と鳥合わせ(出現種の確認)  講師によるキノコの話 
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○仁枝河川レンジャーアドバイザー（下半期）活動報告 

6. 長岡京第９小学校４年生 防災学習活動    ･平成 24 年 11 月 13 日(火) 
活 動 名 長岡京市を流れる川をあるいて、知って、考えてみよう！ 

活動分野 防災 

氏  名 仁枝 洋（河川レンジャーアドバイザー) 

活動日時 平成 24 年 11 月 13 日(火) 8：30～12：20 

実施場所 

 
参加人数 参加総数 68 名  

 参加者 64 名 教員 3名、児童 61 名 

 スタッフ 1 名 中川ゆり子河川レンジャー 

 乙訓消防組合消防本部 2 名 消防職員 2名 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

8:30 開始 長岡京第九小学校 集合 

8:50 仁枝河川レンジャーアドバイザー挨拶（当日の注意点など） 

スケジュ

ール 

9:00 郊外学習 出発 

 9:20 東和苑公園 想定浸水標示板の説明 

 9:35 小畑川の水害から町を守る昔の止水板溝跡の説明 

 10:00 水害から町を守るサイフォン式排水装置の説明 

 10:15 水害から家を守る町並みの説明 

 10:20 勝竜寺公民館 想定浸水標示板の説明 

 10:35 長岡京市水防倉庫見学（乙訓消防組合消防本部から水防用具の説明） 

 11:10 郊外学習 帰校 

 11:20 仁枝河川レンジャーアドバイザー・中川河川レンジャーからの室内授業 

 12:20 防災学習終了 

配付資料 長岡京市を流れる川を歩いて、知ってみよう！マップ 

関係機関からの 

支援内容 

・淀川河川事務所→マップのコピー 

・乙訓消防組合本部長岡京消防署→長岡京市水防倉庫の説明 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 

・河川レンジャー事務局上流域流域センターにて長岡京市立第九小学校防災

学習の打合せを行った。 

・長岡京市立第九小学校にて担任の先生と防災学習の打合せを行った。 

・防災学習ルートの現地下見と写真撮影を行った。 

・乙訓消防組合本部長岡京消防署にて水防倉庫用具説明の打合せを行った。

・長岡京市立第九小学校にて当日の配布資料について打ち合わせを行った。
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当 日 

・挨拶及びスタッフ紹介。 

・防災学習の目的と川歩コースと注意事項の説明。 

・郊外学習（川歩き並びに町歩き及び防災施設や水防倉庫等の見学）。 

・室内授業（ハザードマップを学ぶ/河川レンジャーの活動等） 

・今回の防災学習の振り返りとまとめを行った。 

事 後 
・校長先生及び担任先生へ報告と終了挨拶。 

・スタッフによる防災学習の振り返りと反省を行った。 

参加者からの意見 

 防災学習に参加された全員（61 名）の感想文を冊子でいただきました。 

子供たちの感想文をありがたく、また嬉しく拝見しました。概ね次のような感想

が書かれていました。 

・防災学習で川歩きをして自分たちの町のことを知ることができた。 

・町や家に水が入らないように板を立て水を止めた止水板（水防箇所）。 

・堤防が家をまもっている。 

・家を高くして水が入らないようにしている。 

・家のまわりを石でかこんで水が入らないようにしている。 

・そうていしん水の 2.4ｍや 2.8ｍまで水がくるというかんばんを見て 

 そんなに上まで水がくるのかと思った。 

・消防の人は火のことだけでなく水のこともしていることを知った。 

・水防倉庫にはいろいろな水防用具がはいっていることが分かった 

・第九小や第八小や 3中、２中がひなん場所ということが分かりました。 

・家で「ハザードマップある」とお母さんに聞いてみました、さいがい 

の時やきんきゅうの時にたよりだと分かりとても勉強になりました。 

・地いきにはいろいろなひがいにそなえて工夫がされていることが分か 

りました。とても大事なことを教えていただいてわかりやすかったで 

す。地いきにはいろいろなきけんがあるのでそれにそなえて工夫され 

ていました。いろいろの事がわかりました。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
長岡京第九小学校校区の想定浸水標示板の

説明 
 治水設備（サイフォン式排水路）の説明 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
乙訓消防組合職員による水防倉庫の

話 
 

仁枝河川レンジャーアドバイザーによる防災 

についての話 
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7. 京都環境フェスティバル 2012  ･平成 24 年 12 月 8 日(土)～9 日（日）  
活 動 名 京都環境フェスティバル 2012 

活動分野 河川美化啓発その他・広報 

氏  名 京都府域出張所管内 福井河川レンジャー、山田河川レンジャー、西岡河川レンジャー、 

坂本河川レンジャーアドバイザー、田子河川レンジャーアドバイザー、 

仁枝河川レンジャーアドバイザー、 

活動日時 平成 24 年 12 月 8 日(土)～12 月 9 日（日） 10：00～16：00 

実施場所 京都パルスプラザ 

京都市伏見区竹田鳥羽殿町５ 

参加人数 参加総数 318 名  

 参加者 300 名  

 淀川河川事務所 13 名 淀川河川事務所、各出張所 

 河川レンジャー運営事務局 5 名  

  

  

スケジュ

ール 

  

1 日目 9:00 スタッフ集合（京都パルスプラザ出展ブース） 

 10:00 開始、京都環境フェスタ開催 

 16:00 閉会・終了、片づけ 

 16:30 解散 

2 日目 9:30 スタッフ集合（京都パルスプラザ出展ブース） 

 10:00 開始、京都環境フェスタ開催 

 13:30 ワークショップ開始 山田河川レンジャー「水の性質のお話」 

 14:00 ワークショップ終了 

 16:00 閉会・終了、片づけ 

 17:00 解散 

配付資料 

・第 6回桂川クリーン大作戦参加案内パンフレット 

・河川レンジャーＮｅｗｓ22 号 

・淀川資料館 企画展「回想 昭和二十八年の大水害」案内 

・西岡レンジャー活動「にんぎょうげき＆ミニコント」案内 

関係機関からの 

支援内容 

・淀川河川事務所から第６回桂川クリーン大作戦のパンフレット印刷支援。 

・淀川河川事務所・・・準備物の搬入(水槽、魚、ポリタンク) 

・河川レンジャー事務局・・・水槽セット一式 魚用の水準備 

・上流域流域センター：木津川・宇治川・桂川の生物写真の印刷とパウチ 

・机、椅子、紙、ハサミの提供 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 

・桂川の紹介写真展示 

・パンフレッと作成打ち合わせ。 

・パンフレッ作成資料収集。 

・印刷のための内容及び文書等のレイアウト及び校正。 

・配布先リスト作成等配布準備。 

・ポリタンク 4  ( 水槽用の水作り) 延長コード 敷布 バケツ・水槽一式 

サカナ(7 種類) スッポンを各バケツ、水槽に入れる魚説明カード 

・京都府域出張所管内河川レンジャーの打合せ。 

・体験コーナー（工作）実施に向け、木津川・宇治川・桂川での小石集め 

・ワークショップ実施に向けて、パワーポイントでスライド編集。 

・ブースの設置と、展示物の掲示。 

・河川に住む昆虫などの見本展示作品の用意。 



12 

 

当 日 

【パネル展示】 

・淀川百年対比写真 

・京都府域の河川レンジャー活動パネル 

・侵略的外来種啓発パネル 

【工作】 

・水辺のいきもの切り絵体験 

・ストーンペイント 

【お魚展示】 

・京都府域三川に棲息する淡水魚等の水槽展示 

【ワークショップ】 

・山村河川レンジャー「木津川の河床低下について」(併催事業) 

・山田河川レンジャー「水の性質のお話」 

(河川レンジャーの活動) 

・各ブースへ参加呼びかけ 

・環境フェスティバル展示団体並びに来場者への第６回桂川クリーン大作戦開催

の宣伝活動。 

・パネル展示の説明、工作体験の指導 

・ワークショップ「水の不思議と木津川の水質変化」 

・展示物の撤去、ブースの片付け 

 

事 後 

・第６回桂川クリーン大作戦の宣伝活動を継続して実施。 

・準備物の整理、魚、生き物をそれぞれの水槽に返す。 

・参加者がとても多くて体験者に迷惑をおかけしました。切り絵指導が出来る協

力者を必要とします。 

参加者からの意見 

・京都の川をゴミの無い美しく川にするため頑張ってください。 

・桂川クリーン大作戦は初めて知った、桂川の近くに住んでいるので参加したい

・参加については責任者と相談して参加の有無を考えたい。 

・今年も参加します。 

・ゴミのない綺麗な川を守るには、既に発生しているゴミは確かに拾って奇麗に

しなければならないが、ゴミの発生は元で断つ発想が大事では。そのためには

生産者（会社）や販売者（商社、店舗等）や消費者（人）が自分達のごみは行

政のゴミ出しルール従って処理し、違法投棄やポイ捨ては規制を強化して厳重

に罰する事が求められる。従って違法投棄やポイ捨ては強く行政指導を行わな

い限りゴミは減少しないし無くならない。更には自己意識が生まれないし平気

で捨てることになる。美しい川はみんなの願いとは、地球上の生き物の命の水

を守ることである。ゴミの出ないモノ作り、ゴミのでない販売方法、ゴミので

ない家庭を目指すことが大事であり、ゴミ処分には多額の税金が使われている

ことも事実である。桂川クリーン大作戦の志に期待したい。 

・桂川に流れ込んでいる川も桂川クリーン大作戦の日にきれいにすると桂川のゴ

ミが少なくなるのではないですか。 

・スッポンの飼育方法について多くの方の質問があった。木津川にスッポンがい

ることを知らない人がほとんどで、木津川が砂川でスッポンにとって産卵しや

すい浜が広がっているためスッポンが多く生息していることを説明すると驚い

ていた。 

・木津川に今でも多くの魚がいるのでなつかしいという人が多かった。 

・特にアンケートは取っていないが、体験コーナーの参加者からは「切り絵が楽

しかった。」「ストーンペイントでは、素晴らしい作品が展示されている」とい

う声が多かった。ワークショップ「水の不思議と木津川の水質変化」では、参

加者が集まるのか不安があったが、予想外に多くの方が集まり、木津川の課題

の一つ水質汚染について聞いて頂けた。 

・沢山の方から切り絵について絶賛するお言葉をいただきました。中でも 90 歳の

お年寄りの方が「来年もまた来てやね」との一言は今でも心に残ります。また

子供さん 3 人の参加者「ぽっぽクラブ」の方は 1 月 12 日の大阪総合生涯での

イベントに来てくれて交流が出来ました。 
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 ストーンペイント  河川レンジャーによる切り絵体験 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 魚の展示  山田河川レンジャーワークショップ 

 


